
 

 

第 9 号様式（第 19 条関係） 

 22 年 11 月 2 日 

新 宿 区 長   

法 人 名  NPO 法人ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ・ｽｸｴｱ 21 

所 在 地  新宿区三栄町6 小椋ビル403 

（フリガナ）   ｵｵﾂｶ  ｷﾐﾋｺ 

代表者氏名   大 塚 公 彦  

 

事 業 実 績 報 告 書 

 

新宿区協働推進基金条例施行規則第 19 条の規定により、下記のとおり報告します。 

 

記 

 

１ 助成対象事業 

事 業 名 

 

やさしい共生社会を体験する「ピポ・ユニバーサル駅伝」 

 

実施日時又は期間 

 

平成 22 年 9 月 20 日（月・祝） 9：30～14：00 

 

対象者の範囲及び人数 

 

新宿区通学・通勤・在住者／東京都および首都圏在勤・在住者 

ダスキン・アジア太平洋障害者リーダー育成研修生 

参加人数：345 名 

チーム数：20 チーム 

 

事 業 内 容 

 

「第 9 回ピポ・ユニバーサル駅伝大会および参加者交流会」 

・この駅伝は選手・ボランティアの別なく年齢・性別・国籍・身体

状況の違いを超えて協力しあい、支えあいの楽しさを体験するユ

ニバーサル・スポーツイベントである。 

・同じ主旨で大田区でも「おおたユニバーサル駅伝」が 2008 年より

始まり今年で 3 回目を迎え、互いに協力して全国に広がることを

目指して活動している。 

 



 

具体的な活動状況 

 

「ピポ・ユニバーサル駅伝」 

・車いす利用者・ﾊﾝﾃﾞｨｷｬｯﾌﾟﾊﾟｰｿﾝ・小学生・65 歳以上・フリース

タイルの 5 人の選手と、チームリーダー2 名、伴走ボランティア 3

名の合計 10 名が 1 つのチームを組みゴールをめざした。 

・勝敗は、スピードを競うのではなく、隠しタイムに一番近いチー

ムを 1 位とするので、それぞれのチームの状況に合わせて、楽し

く走る姿が見られた。 

・今年も公益財団法人 新宿未来創造財団の協力を得て、第 1 走者の

車いす利用者が国立競技場のトラックを一周し、同時開催されて

いた新宿区民陸上競技大会参加者の熱い声援を受けた。 

 

「参加者交流会」 

 ・今年もチームの交流を更に深めるために、四谷第六小学校の天然

芝の校庭で外国人バンド「ハート to ハート」のミニライブが繰り

広げられ、力強い演奏に老若男女を問わず思わず体が動き出し大

いに盛り上がった交流会となった。 

 

事業の成果 

 

・今年も「ダスキン・アジア太平洋障害者リーダー育成事業」の研

修生として、モンゴル・マレーシア・ミャンマー、韓国、台湾、

パキスタン、ベトナムから、9 月 1 日に来日した 7 名の海外研修

生（視覚・聴覚障害者・肢体）が、チームの一員として参加した。

国や年齢の違いを超えた友情が育まれ「母国に帰ったら、ピポ・

ユニバーサル駅伝と同じように、健常者も障がい者も一緒に楽し

める競技会を是非やってみたい」との感想をいただいた。 

 

・次のような各団体との協働で事業を展開できた。 

【協力】公益財団法人 新宿未来創造財団（レガス新宿） 

四谷第六小学校 

ライオンズクラブ 330A 地区所属クラブ（39 団体） 

【選手・一般ボランティア】 

㈶日本障害者リハビリテーション協会 

新宿区登録手話通訳者連絡会 

【会場設営】 東京電力㈱新宿支社 

【チームリーダー・ボランティア】 

日本リハビリテーション専門学校 

全労済東京都本部西部支所 

 

    



経　費

団体負担金              242,177 円

　　　　　　子供　15人×@500

その他の収入 　寄付金              805,000 円

協働推進基金助成金 500,000       円

計 1,812,677         円

費　目
会場使用料　＠3,150×81回＝255,150円　

会議費 257,250 円 　（事務局68日、スタッフミーティング10日、実行委員会3日）

会場使用料　＠1,000＋＠1,100＝2,100円　

チラシ(4,000枚）・ポスター（100枚）・プログラム（400枚）作成

宣伝費 184,386 円 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　102,046円

横断幕一部作成  35,000円、記録DVD作成　47,340円

レンタカー利用料　12,318円

リース費 会場設営設備借料　18,330円

（借料） 会場音響/その他の機器一式　52,500円

プロジェクター借料（研修会・実行委員会）　63,000円

№カード（ゼッケン）　99,225円、リストバンド　13,072円　　

事務用品・消耗品　21,036円

謝礼

事務局人件費　準備期間＠2,000×94人日＝188,000円

　　　　　　　　　　事後処理＠2,000×25人日＝50,000円

スタッフ講師人件費　＠4,000×2人＝8,000円

車椅子・機材運搬、会場設営＠4,000×2人日＝8,000円　

手拭い300枚　57,300円、表彰状用上質紙　1,857円

OAインク　1,660円、賞状・名札作成　20,000円

実行委員、スタッフ交通費@1,000×89人日＝89,000円　　

事務局交通費＠1,000×119人日＋1,520円＝120,520円

保険料　8,100円、研修会資材運搬費　1,420円　

その他諸経費 162,040 円

交流会楽器配送費　52,500円、交流会演奏料　50,000円

1,500,369 円

当日弁当代＠500×260人＝130,000円

当日飲料代＝37,018円

マネージャー研修弁当・飲料代　27,150円　

312,308 円 実行委員会、スタッフミーティング弁当・飲料代　57,824円　

名刺作成費　5,250円、専用プリンター　25,651円　　

賞品及び雑費　27,415円

人件費差額（スタッフ講師人件費）　＠1,000×2人＝2,000円

1,812,677 円

209,520 円

133,333 円

円

円80,817

254,000 円

予算額 内　　訳

走路員謝礼＠485×55＝26,675円

研修会講師謝礼＠5,000×1人＝5,000円

手話通訳3人、通訳1人　31,200円

146,148 円

72,875

事　業　総　額

助成対象事業費（小計）

消耗品費

材料費

交通費

支
出

（
助
成
の
対
象
に
な
る
事
業
費
の
内
訳

）

助 成 対 象 外 事 業 費

人件費

通信発送費　50,020円（関係者・参加者等への通信連絡）　　　

円

平成２２年度　『第９回ピポ・ユニバーサル駅伝』　決算書

収
　
　
入

積算根拠（内訳） 金　　額

265,500             
　参加費：大人258人×@1,000

参加費・資料代等

審判員活動費@2,500×4人＝10,000円



 

 

３ 助成事業の成果と課題 

評価のポイント 自己評価 

事業を計画した当初に決めた

課題について、どこまで達成

できたか。 

 

・ 特にいろいろな背景を持った参加者が集うのでチームの中

での交流を大切に、準備を進めた。 

・ チームマネージャー研修では、車椅子の扱い方のノウハウ

だけでなく、ちょっとした気遣いがあれば障害者とのコミ

ュニケーションがうまくいくことなどポイントを伝えた。 

 

地域にどのような効果があっ

たか、又は今後見込まれる効

果は何か。 

 

次のような地元各団体との協働で事業を展開でき、ピポの理念

を共有できた。 

【協力】公益財団法人 新宿未来創造財団（レガス新宿） 

四谷第六小学校 

ライオンズクラブ 330A 地区所属クラブ（39 団体） 

【選手・一般ボランティア】 

㈶日本障害者リハビリテーション協会 

新宿区登録手話通訳者連絡会 

【会場設営】 東京電力㈱新宿支社 

【チームリーダー・ボランティア】 

日本リハビリテーション専門学校 

全労済東京都本部西部支所 

 

費用対効果は適正であった

か。 

 

多くの新宿区民の方々をはじめ、選手やボランティアとして

350 名近くの人が関り『ユニバーサル社会の心地よさ』を体験

できたことから、費用対効果は適正であったと思う。 

 

 

新たに気づいた課題は何か。 

 

・ 昨年に引き続きレガス新宿の協力を得られ、走路の安全確

保などの面では安心して運営できたことは、大変ありがた

かった。 

 

理解者や支援者が広がった

か。 

 

・今回からライオンズクラブ(東京地区)の全面的な協力でボラ

ンティア 100 名余りが参加した。ライオンズクラブにとって

も、これまでの物質的な援助ではなく、これからのユニバー

サル社会に必要な考え方を体験の中から得る良い機会だった

という評価をいただいた。 

・今年初めて第 1 走者が国立競技場のトラックを走り、同時開

催していた新宿区民陸上競技大会の参加者に「ピポ駅伝」の

様子を見てもう機会が得られた。小中学生年代の参加者にア

ピールできたことは、長い目で見て大きな成果であると思う。 



 

事務局の執行体制は十分だっ

たか。 

 

人手が不足していて充分機能したとは言えない。 

今回の事業を次年度以降も継

続していく場合、助成金だけ

に依存せず、今後も安定的に

事業を継続するための財源確

保等に向けた取り組みはなさ

れていたか。 

 

・ライオンズクラブの全面的協力を得たが、来年以降共同開催

の形になるかどうかは今後の交渉による。 

その他 

 

 

 

 ４ 活動の成果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 記録ＤＶＤ 1枚 

・ アンケート集計 

・ 報道新聞記事「毎日新聞 東京版 9月 17 日」 

          「毎日新聞 東京版 9月 21 日」 

 

                                                                          

＊事業の成果物（冊子など）又は、事業の開催時の写真など提出できるものが

ある場合は添付してください。  

＊参加者の意見なども報告してください。    


